
　
１
月
30
日
、
南
九
州
市
企
業
合

同
説
明
会
が
薩
南
工
業
高
等
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
企
業
合
同
説
明
会
は
、
地

元
の
高
校
生
が
職
業
に
つ
い
て
学

び
、
考
え
る
機
会
で
あ
る
と
と
も

に
、
地
元
企
業
が
自
社
の
魅
力
を

地
元
の
高
校
生
に
伝
え
る
機
会
と

し
て
、本
市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
加

世
田
・
指
宿
）
が
市
内
高
等
学
校

（
頴
娃
・
薩
南
工
業
・
川
辺
）
の

協
力
の
も
と
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
３
年
ぶ
り
に
対
面
形

式
で
行
い
ま
し
た
。

　
若
者
の
市
外
流
出
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
、
若
者
の
職
場
定
着

促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ

で
す
。

　
今
回
の
特
集
は
、
現
在
の
求
人

状
況
や
各
学
校
の
就
職
状
況
や
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
企
業
合
同
説

明
会
に
参
加
し
た
生
徒
の
声
を
紹

介
し
ま
す
。

南
九
州
市
企
業
合
同
説
明
会

　
　
～
地
元
の
企
業
を
知
ろ
う
！
～

市
内
企
業
へ
の
就
職
を
控
え
た
３
人
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ま
ず
は
気
に
な
る
企
業
を

　
　
「
知
る
」
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　
南
九
州
市
の
高
校
生
の
学
卒
求
人
の
産
業

別
の
状
況
に
つ
い
て
最
近
の
動
向
を
み
て
み

ま
す
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
加
世
田
で
は
、
コ
ロ
ナ
前

の
令
和
元
年
度
ま
で
は
常
に
ト
ッ
プ
は
「
医

療
福
祉
」
で
あ
り
毎
年
１
０
０
人
以
上
の
求

人
が
あ
り
全
体
の
39
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
令
和
２
年
度
に
は
求
人
控
え
が
生

じ
70
人
台
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
逆
に
求
人

数
を
伸
ば
し
た
の
が
「
製
造
業
」
で
す
。
令

和
３
年
度
は
半
導
体
特
需
な
ど
の
影
響
で

１
０
０
人
近
く
に
達
し
ま
し
た
が
、
10
月
末

現
在
で
昨
年
度
と
同
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿
で
は
、
令
和
元
年
度

は
、「
宿
泊
業
」
が
全
体
の
39
％
を
占
め
て
お

り
、次
い
で「
医
療
福
祉
」の
17
％
、「
建
設
業
」

の
14
％
で
し
た
。
令
和
４
年
度
は
全
体
の
求

人
数
は
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に
戻
り
ま
し
た
が
、

そ
の
割
合
は
「
宿
泊
業
」
26
％
、次
い
で
「
建

設
業
」
20
％
、「
医
療
福
祉
」
15
％
と
変
化
し

て
お
り
、
農
業
、
漁
業
、
食
品
製
造
業
も
コ

ロ
ナ
以
前
と
比
べ
て
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
１
月
末
に
開
催
さ
れ
た
「
南
九
州
市
企
業

合
同
説
明
会
」
に
は
市
内
の
多
く
の
魅
力
的

な
企
業
の
参
加
が
あ
り
、
高
校
生
の
皆
さ
ま

に
対
す
る
期
待
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
毎
年
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
実
施
し
て
い
る
企

業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
採
用
基
準
の
欄
を
み
て
み

る
と
、
各
社
そ
れ
ぞ
れ
若
干
の
違
い
は
あ
り

ま
す
が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
誠
実
で
前
向

き
な
考
え
を
持
っ
た
学
生
の
よ
う
で
す
。

　
自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を
地
元
企
業
で
活

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は
、
説
明
会
や

企
業
見
学
に
参
加
し
て
み
る
な
ど
、
気
に
な

る
企
業
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
。

頴
娃
高
等
学
校

　
求
人
件
数
は
今
年
度
１
月
現
在
で
昨
年
度

よ
り
４
５
０
件
ほ
ど
増
加
し
ま
し
た
。
特
に

県
外
か
ら
の
求
人
件
数
は
多
く
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
や
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
県
外

の
企
業
も
人
材
確
保
に
乗
り
出
し
、
落
ち
込

ん
だ
求
人
が
大
幅
に
回
復
し
、
高
校
生
は
さ

ま
ざ
ま
な
業
種
や
職
種
に
就
け
る
可
能
性
が

広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
の
生
活
様
式
の
影
響
も
あ
り
、

都
会
へ
の
憧
れ
も
薄
れ
て
い
る
中
で
昨
年
度

以
上
に
県
内
の
求
人
も
増
え
、
生
徒
の
地
元

志
向
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
大
学
進
学
は
も
と
よ
り
医
療
・
看

護
系
や
情
報
系
と
い
っ
た
現
代
の
産
業
に
必

要
不
可
欠
な
職
種
を
学
ぶ
上
級
学
校
へ
の
進

学
も
、「
修
学
支
援
新
制
度
」
や
「
企
業
支
援

制
度
」
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
職
場
見
学
で
現
場
を
見
て
、
説
明
会
で
企

業
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
は

｢

働
く｣

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
な
り
ま
す
。

　
勤
労
意
欲
と
生
徒
に
必
要
な
能
力
を
高
め
、

多
く
の
求
人
票
や
情
報
の
中
か
ら
慎
重
に
情

報
提
供
を
行
い
、
生
徒
の
希
望
や
家
族
の
期

待
に
合
っ
た
将
来
性
を
見
越
し
た
ミ
ス
マ
ッ

チ
の
な
い
進
路
指
導
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

薩
南
工
業
高
等
学
校

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
企
業
の
新
卒
採
用
活
動

は
大
き
く
変
化
し
、
そ
の
影
響
を
学
校
現
場

も
受
け
ま
し
た
が
、
最
近
よ
う
や
く
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
求
人

数
は
一
旦
減
少
し
た
も
の
の
、
昨
年
度
か
ら

は
回
復
し
、
今
年
度
は
前
年
比
の
１
１
８
％
、

10
年
前
の
２
．
８
倍
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
は
企
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
加
速
さ

せ
、
今
後
は
学
校
現
場
で
も
進
ん
で
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
大
学
な
ど
で
進
ん
だ
オ
ン
ラ
イ

ン
選
考
や
オ
ン
ラ
イ
ン
見
学
会
は
、
自
由
に

何
社
も
受
験
で
き
な
い
高
校
の
就
活
に
は
馴

染
ま
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
事
前
に
担
任

が
採
用
担
当
者
と
直
接
情
報
交
換
を
行
い
、

生
徒
は
応
募
前
に
企
業
を
見
学
し
て
受
験
先

を
決
め
る
。
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
こ
と
を
大

前
提
に
し
て
、
注
意
深
く
進
め
て
い
く
の
が

高
校
の
進
路
指
導
で
す
。

　
今
後
、
社
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
む
中

に
お
い
て
も
、
学
校
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
直

接
企
業
と
連
携
し
、
情
報
交
換
を
行
い
、
さ

ら
に
生
徒
の
就
業
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
企

業
の
魅
力
を
生
徒
に
伝
え
続
け
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
求
人
状
況
に
つ
い
て

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

　
　
　
　
話
を
伺
い
ま
し
た
！

　
各
高
校
の
求
人
・
就
職
の

　
　
状
況
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
話
を
伺
い
ま
し
た
！

加世田所における学卒求人の産業別占有率割合
（各年度10月末）

指宿所における学卒求人の産業別占有率割合
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前
原
　
蓮

　
普
通
科
２
年

　
地
元
の
魅
力
を
聞
い

て
、
地
元
で
働
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

森
　
紗
香　

普
通
科
２
年

　
い
ろ
ん
な
職
業
を
深
く

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ど
の
分
野
で
も
お
客

様
の
こ
と
を
大
事
に
さ
れ

て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。
自
分
の
将
来
に
関

わ
る
こ
と
を
知
れ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
選

択
に
生
か
し
て
い
き
た
い

で
す
。

岡
村
　
幸
之
介

　
機
械
電
気
科
２
年

　
進
路
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
こ
う

い
う
機
会
が
あ
る
こ
と

で
、
地
元
の
企
業
を
知

る
こ
と
が
で
き
て
、
い

い
機
会
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

清
水
　
杏
華

　
普
通
科
２
年

　
企
業
の
方
々
が
生
き
生

き
し
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。
携
わ
っ
た
り
、
裏
で

支
え
た
り
し
て
、
地
元
に

貢
献
出
来
た
ら
と
思
い
ま

す
。

松
下
　
逞
心

　
建
築
科
１
年

　
自
分
は
将
来
の
夢
は

決
ま
っ
て
い
る
が
、
他

の
企
業
の
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
て
、
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
る
よ
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

佐
多
　
優

　
生
活
科
学
科
１
年

　
南
九
州
市
に
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
あ
る

こ
と
を
知
る
、
と
て
も

い
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
２
年
後
の
進
路
選

択
の
時
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

頴娃高等学校

川辺高等学校

企業合同説明会参加者に感想を聞きました！

企業合同説明会以外の本市の取り組みも紹介します。

薩南工業高等学校

２　市内高校生による事業所見学会の受け入れ
　地元高校生が直接地元の企業に足を踏み入れることに
より，机上やパンフレットでは感じることの出来ない働
く現場の雰囲気を感じ、より一層、就職への想いや憧れ
に繋げるために開催しています。
日　　時：令和４年 12 月６日（頴娃高校）
　　　　　令和５年１月 20 日（薩南工業高校）
訪問企業：６社
対　　象：頴娃高等学校　機械電気科１年生（39 名）
　　　　　薩南工業高等学校　生活科学科２年生（25名）

川
辺
高
等
学
校

　
本
校
の
就
職
状
況
で
す
が
、
令
和
３
年
度

は
就
職
希
望
者
が
２
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
警
察
、

自
衛
隊
に
就
職
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
２

年
度
は
就
職
希
望
者
が
６
人
の
う
ち
民
間
企

業
へ
５
人
、
市
役
所
へ
1
人
就
職
し
て
い
ま

す
。令
和
４
年
度
は
就
職
希
望
者
１
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
普
通
科
高
校
で
あ
る
た
め
、
も

と
も
と
就
職
希
望
者
が
少
な
い
状
況
で
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
就
職
希
望
者
数
の
変

化
は
特
に
見
ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
校
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
か
ら
の
求
人

は
届
い
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
、
県
内
の

求
人
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

ご
縁
の
無
か
っ
た
企
業
か
ら
も
頂
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
高
卒
求
人
に
対
す
る
応
募
が
少

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
校
種
の
高
校
へ
広
く
募

集
す
る
企
業
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

１　南九州市内企業パンフレットの作成
　北九州市と共同で行っている「北九州市内大学
ガイダンスフォローアップ事業」の一環として、
地元企業の魅力をＰＲするパンフレットを作成
し、30 社以上の企業を紹介しています。
　本市で操業している企業を、北九州市内大学に
在籍している南薩出身の学生に紹介することによ
り、地元就職につなげ、若い世代の人口減少抑制
や地元企業の人材不足解消を図ります。
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